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理研における
国際広報の目的、対象、目標



理研

2017年に創立100周年

日本で唯一の自然科学の総合研究所

産総研とならび、日本で最大規模の研究機関

日本の代表的な研究機関！



目的

“言うまでもなく、資源の乏しいわが国がよって

立つところは科学技術の力です。今後、理研が

わが国の中核的研究所として国際的存在感を示

し続けるために何をなすべきでしょうか。”

“私たちは海外の優れた研究者を招く一方、理研で研鑽を

積んだ人材を海外に送り出し、世界規模での頭脳循環の

潮流を生む環境を整える必要があると考えています”

（RIKEN 2010-11 Annual Report巻頭言より抜粋）

野依良治理事長
（2003年着任）

⇒ 理事長目標「PIの30%を海外からの研究者に！」



2004年時点で決まっていたこと

“英文広報コンテンツを拡充する！”



2004年時点で
決まっていなかったこと

英文広報コンテンツ拡充以外の戦略

対象範囲

岡田「重点地域はありますか？」

理事「全部」

↓

まずは英語コンテンツで届く範囲を対象



目標

優れた研究成果の紹介を通じて

知名度をマックスプランク並みに上げ

世界でもトップクラスの研究機関であると認識して
もらうこと



理研の国際的知名度

ESOF2010（トリノで開催）の
理研ブースで行ったアンケート調査より
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対象

（直接的）将来理研で働こうと考えている、あるいは働く

可能性がある若い研究者やチームリーダークラスの研究者

（間接的）マスメディア

 研究者

 研究協力関係を結ぶ可能性のある大学や研究機関

 資金供与団体

 各種賞の授与団体



（参考）マスメディアへの記事掲載が
研究活動に及ぼす効果についての見聞

 2007年サイエンスエディター協会誌／年会報告

The Scientistの副編集長Ivan Oransky氏の調査「論

文がメディアにカバーされると、引用数増加効果があ
る」
Science誌のGinger Pinholster氏の調査「記事にな
ると引用数が倍増する」

つまり、研究者はマスメディアでの報道で、研究成果を
知り、興味を持って原著にあたっている

アメリカでの調査：大学病院を持つ研究機関で、記事掲載数増加と病
院の来院数に相関がある

 イギリス／ISIS広報室長： “研究者は、マスメディアによって最新の
研究情報を知り、共同研究者探しに役だっているという調査がある”



戦術

間接的なコミュニケーション

ウェブサイトコンテンツの拡充

出版物の発行

間接的であり直接的なコミュニケーション

プレスリリースの作成と配信

直接的なコミュニケーション

メディア対応

科学イベント等の利用



ウェブサイトコンテンツ



本体ウェブサイト



RIKEN RESEARCH



特色

 2006年7月に立ち上げ

所外の海外出版社に制作を外注

ウェブサイトへの記事掲載が先行

 毎週金曜日に新しい記事をライブ

 メールアラート登録者にお知らせ

 1か月に1回、ウェブサイトの記事を集めて編集し、冊子体を
作成



RIKEN RESEARCH冊子体



xx Researchの先駆け

RIKEN RESEARCH

A*STAR Research：シンガポールA*STARの広報コンテンツ

AIMResearch：東北大学原子分子材料科学高等研究機構

(AIMR)の広報誌



宣伝

 Nature、Scienceのメールアラートに広告掲載（毎月）

 国際科学イベントで登録を募る（年１～2回）

 研究者が学会等に出張する際に冊子を持参して配布してもらう



アニュアルレポートと
ミニパンフレット





英文プレスリリース



2007年より和文プレス英訳でなく
論文からネイティブライターによる書き起こし



〈2009年より〉情報配信会社、ResearchSEAと契約：
同ウェブサイトに掲載
関連分野のジャーナリストにダイレクトeメール送信



記事化



制作体制

2007年度下半期
日本在住の所外の英語ネイティブフリーランスエディ
ターをコアに、3人の外人ライターを加えた執筆チー
ムを組織
 英語ネイティブ3人、ネイティブに近いマレーシア人1人
 エディターはサイエンスライターだったが、他の3人は技術翻訳者。

トライアルを実施し、ライティング能力のある人を選別。

論文から書き起こし

2009年度～2012年度
外務部翻訳チームに所属する日本語がわかる英語ネイ
ティブの翻訳者がライター兼務

日本語プレスリリースを基にリライト



メディア対応



New York Timesの常連寄稿者で著名なサイエンスライター、
Sandra BlakesleeにRIKEN RESEARCHの記事執筆を依頼



Science誌の東京特派員、Dennis Normile氏に
脳科学総合研究センターの利根川センター長の取材依頼



世界科学ジャーナリスト会議で知り合ったフランス人
ジャーナリストに売りこみ、La Recherche誌に取り上げ
てもらう



科学イベントへの参加



AAAS年会出展

ESOF隔年会出展

WCSJスポンサーシップ



ご静聴ありがとうございました


